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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融緩和政策の継続により、為替市場では円安、株式市場では

株高のままに推移しました。また、平成26年４月１日に消費税率が５％から８％に改定されたため、増税前の駆け込

み需要の反動で、景気回復に一時的な停滞局面が発生しました。

 このような経済状況のもとで、当社グループ（当社及び連結子会社）は、収益構造の改善に注力しました。具体的

には、連結子会社サンエツ金属株式会社は、平成26年４月１日に大阪府堺市にある同業の日本伸銅株式会社との間で

伸銅事業に関する業務提携契約を締結しました。４月以降、毎月、業務提携委員会を開催し、相乗効果を模索してい

ます。

 また、連結子会社サンエツ金属株式会社は、高岡事業所（高岡市）にめっき第２工場と事務所厚生棟を建設するこ

とで、日立工場（日立市）のめっき線事業を移転統合しました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は465億70百万円（前年同四半期比11.3％増加）となりま

した。営業利益は20億44百万円（同3.1％減少）、経常利益は、原料相場のリスクヘッジのためのデリバティブ評価

損が、前年同四半期連結累計期間は１億96百万円の計上であったのに対して、当第３四半期連結累計期間では２億48

百万円を計上したため20億43百万円（同2.0％減少）となりました。四半期純利益は、連結子会社であるシーケー金

属株式会社が同社自己株式を取得したことによる、負ののれん発生益が前年同四半期連結累計期間では１億16百万円

の計上であったのに対して、当第３四半期連結累計期間では49百万円の計上となったこと、また、高岡事業所の旧事

務所厚生棟を解体したことなどにより、固定資産除却損を62百万円計上した結果、13億47百万円（同6.8％減少）と

なりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

①伸銅

 伸銅事業では、販売量は６万1,577トン（前年同四半期比0.8％増加）となりました。売上高は、原料である銅の価

格が前年同四半期より相対的に高い水準だったため376億43百万円（同7.1％増加）となり、セグメント損益は19億15

百万円（同0.0％増加）のセグメント利益となりました。

②精密部品

 精密部品事業では、売上高は31億36百万円（前年同四半期比1.4％増加）となり、セグメント損益は30百万円（同

66.6％減少）のセグメント利益となりました。

③配管・鍍金

 配管・鍍金事業では、シーケー金属株式会社が決算期を12月末から３月末に変更し、当第３四半期連結累計期間で

は平成26年１月から平成26年12月までの損益を取り込んでいることから、売上高は57億90百万円（前年同四半期比

59.5％増加）となりましたが、セグメント損益は１百万円のセグメント損失（前年同四半期はセグメント利益３百万

円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

(資産)

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は298億52百万円となり、前連結会計年度末に比べ27億78百万円増

加しました。これは主に現金及び預金が４億27百万円、受取手形及び売掛金が８億90百万円、仕掛品、原材料及び貯

蔵品が９億43百万円増加したことによるものであります。固定資産は119億63百万円となり、前連結会計年度末に比

べ13億37百万円増加しました。これは主に機械装置及び運搬具が３億89百万円、建設仮勘定が７億40百万円増加した

ことと、日本伸銅株式会社の持分法適用などにより投資有価証券が３億79百万円増加したことによるものです。

(負債)

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は190億60百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億13百万円増

加しました。これは主に未払法人税等が10億96百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が３億36百万円増加した

こと、短期借入金が22億90百万円増加したこと、設備関係支払手形の増加７億15百万円増加したことによるものであ

ります。固定負債は17億12百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億94百万円減少しました。これは主に長期借入

金が２億34百万円減少したこと、退職給付に係る負債が１億77百万円減少したことによるものであります。この結

果、負債合計は207億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ23億18百万円増加しました。

(純資産)

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は210億43百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億97百万円

増加しました。これは主に四半期純利益13億47百万円と日本伸銅株式会社の持分法適用に伴う純資産の増加額２億87

百万円の影響によるものであります。この結果、自己資本比率は48.1％（前連結会計年度末は48.6％）となりまし

た。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、伸銅事業の販売量が順調に推移しており、また原料の銅相場も比較的安定して推移

していることから、平成26年５月14日の「平成26年3月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想に変

更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」といいま

す。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退

職給付適用指針」といいます。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定

めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の

期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率の決定の基礎となる債券の期間

について従業員の平均残存勤務期間に基づき決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が114百万円、退職給付に係る負債が218百万円

減少し、利益剰余金が103百万円増加しております。なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用） 

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25年

12月25日。以下「本実務対応報告」といいます。）を第１四半期連結会計期間より適用しております。なお、第１四

半期連結会計期間の期首より前に締結された信託契約に係る会計処理については、本実務対応報告の方法によらず、

従来採用していた方法を継続することとしております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 589 1,017 

受取手形及び売掛金 15,825 16,716 

商品及び製品 3,946 3,949 

仕掛品 3,231 3,766 

原材料及び貯蔵品 3,125 3,534 

繰延税金資産 445 531 

その他 381 466 

貸倒引当金 △471 △129 

流動資産合計 27,074 29,852 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 7,596 7,683 

減価償却累計額 △3,633 △3,805 

建物及び構築物（純額） 3,962 3,877 

機械装置及び運搬具 14,310 15,625 

減価償却累計額 △13,044 △13,969 

機械装置及び運搬具（純額） 1,266 1,656 

土地 4,115 4,115 

建設仮勘定 76 817 

その他 811 1,128 

減価償却累計額 △688 △922 

その他（純額） 122 205 

有形固定資産合計 9,544 10,673 

無形固定資産    

その他 85 85 

無形固定資産合計 85 85 

投資その他の資産    

投資有価証券 713 1,093 

退職給付に係る資産 146 30 

その他 172 472 

貸倒引当金 △36 △391 

投資その他の資産合計 996 1,204 

固定資産合計 10,626 11,963 

資産合計 37,700 41,816 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,188 4,525 

短期借入金 9,110 11,400 

1年内返済予定の長期借入金 200 200 

未払金 149 284 

未払費用 525 591 

未払法人税等 1,196 100 

賞与引当金 462 277 

設備関係支払手形 179 894 

その他 134 786 

流動負債合計 16,147 19,060 

固定負債    

長期借入金 793 558 

繰延税金負債 260 241 

再評価に係る繰延税金負債 326 326 

引当金 216 53 

退職給付に係る負債 690 513 

その他 18 18 

固定負債合計 2,307 1,712 

負債合計 18,454 20,773 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,756 2,756 

資本剰余金 2,808 2,835 

利益剰余金 13,379 15,036 

自己株式 △1,235 △1,186 

株主資本合計 17,709 19,441 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 21 50 

土地再評価差額金 519 519 

為替換算調整勘定 80 89 

退職給付に係る調整累計額 △0 △0 

その他の包括利益累計額合計 622 660 

少数株主持分 913 941 

純資産合計 19,245 21,043 

負債純資産合計 37,700 41,816 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 41,856 46,570 

売上原価 37,557 41,973 

売上総利益 4,298 4,596 

販売費及び一般管理費    

荷造及び発送費 601 659 

給料及び手当 501 619 

退職給付費用 15 14 

その他 1,069 1,258 

販売費及び一般管理費合計 2,188 2,552 

営業利益 2,110 2,044 

営業外収益    

受取利息 1 0 

受取配当金 4 4 

受取地代家賃 66 75 

為替差益 36 11 

その他 117 217 

営業外収益合計 226 310 

営業外費用    

支払利息 28 30 

デリバティブ評価損 196 248 

持分法による投資損失 － 2 

その他 27 30 

営業外費用合計 252 311 

経常利益 2,084 2,043 

特別利益    

固定資産売却益 1 1 

投資有価証券売却益 61 2 

負ののれん発生益 116 49 

補助金収入 67 76 

その他 0 3 

特別利益合計 247 133 

特別損失    

固定資産売却損 2 － 

固定資産除却損 0 62 

特別損失合計 2 62 

税金等調整前四半期純利益 2,330 2,113 

法人税等 809 713 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,520 1,399 

少数株主利益 74 52 

四半期純利益 1,445 1,347 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,520 1,399 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △17 52 

為替換算調整勘定 24 8 

退職給付に係る調整額 － 0 

持分法適用会社に対する持分相当額 － 8 

その他の包括利益合計 6 69 

四半期包括利益 1,527 1,469 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,452 1,417 

少数株主に係る四半期包括利益 74 52 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  伸銅 精密部品 配管・鍍金 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 35,132 3,093 3,630 41,856 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
2,830 252 0 3,083 

計 37,962 3,346 3,630 44,939 

セグメント利益 1,915 92 3 2,011 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

 な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,011

セグメント間取引消去 258

全社費用 △159

四半期連結損益計算書の営業利益 2,110
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  伸銅 精密部品 配管・鍍金 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 37,643 3,136 5,790 46,570 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
2,735 359 0 3,095 

計 40,379 3,495 5,790 49,665 

セグメント利益又は損失（△） 1,915 30 △1 1,944 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

 な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,944

セグメント間取引消去 255

全社費用 △156

四半期連結損益計算書の営業利益 2,044

 

３．報告セグメントの変更等に関する情報

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」と

いいます。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月

17日。以下「退職給付適用指針」といいます。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第

67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算

方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方

法を割引率の決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に基づき決定する方法から退

職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更

しております。この変更に伴う影響は軽微であります。
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（重要な後発事象）

 

日本伸銅株式会社に対する公開買付け

 

 当社は、平成27年２月10日開催の取締役会において、当社の持分法適用関連会社である日本伸銅株式会社（以下「対象

者」といいます）の普通株式を公開買付けにより取得することを決議いたしました。

 

（１）公開買付けの概要

 ① 本公開買付けの目的

   本公開買付けは、当社グループと対象者との間の提携を強化し、双方がお互いの事業の根幹を成す経営基盤、事業

ノウハウ、経営資源等を相互に提供・活用することにより、当社グループと対象者の企業価値の一層の向上を図るた

めには、当社が対象者を連結子会社化することが望ましいとの判断に至ったことから、対象者を当社の連結子会社と

することを目的としております。

 ② 対象者の概要

名称         日本伸銅株式会社

所在地        大阪府堺市堺区匠町20番地1

代表者の役職・氏名  代表取締役社長 山﨑 仁郎

事業内容       伸銅事業

資本金        1,595百万円

設立年月日      昭和13年４月９日

 ③ 買付け等の期間

平成27年２月12日から平成27年３月11日（20営業日）

 ④ 買付け等の価格

普通株式 １株につき120円

 ⑤ 買付予定の株券等の数

買付予定数 買付予定数の下限 買付予定数の上限

          7,996,000株              －株           7,996,000株

 

 ⑥ 買付代金

   ９億59百万円

（注）買付予定数（7,996,000株）に、本公開買付け価格（120円）を乗じた金額を記載しております。

 

（２）上場維持について

  本日現在、対象者の株式は株式会社東京証券取引所市場第二部に上場しておりますが、公開買付けは対象者の上場廃

止を企図するものではなく、当社は7,996,000株（本公開買付けにより当該7,996,000株の買付け等を行った後に当社が

所有することとなる対象者株式の所有割合は50.10％）を上限として公開買付けを実施いたしますので、公開買付け後

も対象者株式の株式会社東京証券取引所市場第二部における上場を維持する方針です。
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